
▼
紙
面
学
習
シ
リ
ー
ズ
の

28

回
目
は

「
消
費
税
」
に
つ
い
て
で
す
。
皆
さ
ん

は
、
「
消
費
税
」
に
つ
い
て
、
ど
ん
な 

イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
？ 

○
消
費
に
対
す
る
税
金
だ
か
ら
、
公
平

な
負
担
に
な
っ
て
る
と
思
う
の
で
仕
方 

な
い
。 

○
「
社
会
保
障
の
財
源
」
だ
か
ら
、
一 

定
の
負
担
は
仕
方
な
い
。 

 

お
そ
ら
く
、
多
く
の
方
は
、
こ
ん
な

イ
メ
ー
ジ
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
で
も
「
公
平
性
」
や
「
社
会
保
障

財
源
」
等
々
、
ホ
ン
ト
に
そ
う
な
の
で

し
ょ
う
か
？
確
認
し
て
い
き
ま
し
ょ 

う
。 

▼
ま
ず
、
過
去
に
こ
の
機
関
紙
で
も
書

き
ま
し
た
が
、
「
あ
な
た
（
消
費

者
）
」
が
、
消
費
税
を
払
っ
て
い
る
訳

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
消
費
税

の
納
税
義
務
者
は
、
あ
く
ま
で
事
業
者

（
販
売
者
）
で
す
。
消
費
者
は
、
事
業

者
が
消
費
税
分
を
価
格
転
嫁
し
た
「
高

く
な
っ
た
商
品
」
を
買
っ
て
い
る
だ
け

で
す
。
「
消
費
税
」
と
い
う
名
前
が
悪

い
の
で
、
誤
認
さ
れ
る
訳 

で
す
。 
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学習の強化と交流で組織を強化しよう！ 

シ
リ
ー
ズ

28

『
消
費
税
』
の
闇 

『
消
費
増
税
』
こ
そ
、
こ
の
30
年
の
景
気
低
迷
の
要
因
！
消

費
税
は
『
社
会
保
障
財
源
？
』
、
消
費
税
の
闇
を
暴
く
！ 

紙面学習 

当面の日程 

▼
【
図
表
１
】
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
Ａ
～

Ｃ
ま
で
の
３
つ
の
会
社
が
あ
り
ま
す
。
売

上
・
仕
入
・
経
費
・
人
件
費
・
利
益
が
全

て
同
じ
額
と
い
う
設
定
で
す
。
違
う
の
は

Ａ
社
が
国
内
販
売
の
み
で
全
員
正
社
員
、

Ｂ
社
が
輸
出
販
売
の
み
で
全
員
正
社
員
、

Ｃ
社
が
国
内
販
売
の
み
で
全
員
派
遣
社
員 

と
い
う
点
で
す
。
ま
ず
、
消
費
税
は
、
売

上
に
か
か
る
消
費
税
か
ら
、
仕
入
・
経

費
・
人
件
費
に
か
か
る
消
費
税
を
差
し
引 

い
て
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

■5月10日（土） 

○14:00～会津総支部「共済セミ
ナー」（会津若松市「北会津支所
ピカリンホール」） 
 

■5月16日（金）17日（土） 

○県本部野球大会総支部予選大会
（喜多方市押切川公園野球場・ひ
ばりが丘球場） 
 

■５月21日（水） 

○16:00～県本部中央執行委員会 
（WEB） 
○18:00～県本部単代会議 
（WEB） 

区 分  A社 B社 C社 

業 種 国内販売のみ 輸出業者 国内販売のみ 

A  売 上 5,500万円 5,500万円 5,500万円 

B 売上に係る消費税 500万円 0万円 500万円 

C  仕 入 2,200万円 2,200万円 2,200万円 

D 控除する消費税 ▲200万円 ▲200万円 ▲200万円 

E 経費（水道光熱費等）  1,100万円 1,100万円 1,100万円 

F 控除する消費税 ▲100万円 ▲100万円 ▲100万円 

G 人件費 1,100万円 1,100万円 1,100万円 

H 控除する消費税   ▲100万円 

I 雇用形態 全員正社員 全員正社員 全員派遣社員 

J  利 益 1,100万円 1,100万円 1,100万円 

K Jの算式 A-(C＋E＋G) 

L 消費税納税額 200万円 ▲300万円 100万円 

M Lの算式 B＋（D＋F＋H） 

N 摘 要  輸出還付金  

【図表１】輸出業者と派遣社員雇用の事業者が得をする実態 

（参考：YouTube「越境3.0チャンネル」 
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機関紙の内容について職場の仲間と話し合おう！ 

 

編
集
後
記 

▼
さ
て
、
本
文
の
続
き
で
す
。
「
失
わ

れ
た
40
年
」
を
招
く
こ
と
の
な
い
よ

う
に
、
政
治
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
報
道
さ
れ
ま
せ
ん

が
、
今
、
全
国
的
に
「
財
務
省
解
体
デ

モ
」
が
拡
大
中
で
す
。
財
務
省
の
主
要

業
務
は
「
収
入
を
確
保
し
、
国
全
体
の

予
算
を
つ
く
る
」
こ
と
、
役
所
で
言
え

ば
税
務
課
と
財
政
課
が
一
緒
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
強
大

な
力
を
持
っ
て
い
る
訳
で
、
こ
の
機
能

を
分
け
よ
う
と
い
う
の
が
「
解
体
」
の

趣
旨
で
す
。
私
た
ち
も
「
選
挙
」
で
意

思
表
示
が
で
き
ま
す
。
「
増
税
」
を
も

く
ろ
む
政
党
や
個
人
に
は
、
絶
対
に
投

票
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

（
坂
内
） 

「
消
費
税
は
、
国
内
取
引
に
か

か
る
も
の
」
と
い
う
考
え
方

で
、
輸
出
に
か
か
る
売
上
に
は

課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。
な
の
で
、

輸
出
業
者
で
あ
る
Ｂ
社
は
、
仕

入
等
に
か
か
っ
た
消
費
税
が
還

付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
「
輸
出
還
付
金
」
と
い

う
や
つ
で
、
特
に
自
動
車
会
社
等
の
輸

出
業
者
は
「
ウ
ハ
ウ
ハ
」
な
訳
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
「
消
費
税
は
、
社
会
保

障
の
た
め
で
は
な
く
、
輸
出
業
者
の
た

め
の
税
金
だ
！
」
と
非
難
す
る
人
も
い 

ま
す
。 

 

さ
ら
に
も
う
一
点
、
Ａ
・
Ｂ
社
は
、

全
員
正
規
雇
用
な
の
で
、
人
件
費
分
で

消
費
税
は
払
い
ま
せ
ん
が
、
Ｃ
社
は
派

遣
会
社
に
対
し
て
消
費
税
を
支
払
っ
て

い
る
の
で
、
そ
の
分
の
消
費
税
を
差
し

引
い
て
納
税
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

正
規
社
員
を
派
遣
社
員
に
し
て
い
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
人
件
費
も
安
く
、
そ
し

て
消
費
税
も
安
く
な
る
…
消
費
税
は
派

遣
社
員
を
増
や
す
要
因
と
な
っ
て
い
た

訳
で
す
。
消
費
税
の
導
入
→
派
遣
労
働

者
の
増
加
→
労
働
者
の
収
入
減
→
未
婚

者
の
増
加
→
少
子
高
齢
化
の
加
速
と

な
っ
て
い
く
訳
で
す
。
消
費
税
が
諸
悪

の
根
源
で
あ
る
こ
と
が
お
分
か
り
い
た 

だ
け
た
で
し
ょ
う
か
？ 

 

こ
れ
で
も
消
費
税
に
は
「
公
平
性
」 

が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
か
？ 

総支部HP 

会津総支部ホーム
ページのトップペー
ジです。  

機関紙 

総支部機関紙のバッ
クナンバーは、こち
らから。 

▼
次
に
消
費
税
は
「
社
会
保
障
の
財

源
」
な
の
か
？
と
い
う
点
で
す
。
【
図

表
２
】
は
消
費
税
法
の
第
１
条
で
す
。

第
２
項
に
お
い
て
社
会
保
障
等
の
「
経

費
に
充
て
る
も
の
と
す
る
」
と
記
載
が

あ
る
の
で
「
書
い
て
あ
る
じ
ゃ
な
い

か
」
と
思
わ
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
い
ま
す
…
が
、
絶
対
に
そ
う
す
る

な
ら
「
充
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

な
っ
て
い
る
は
ず
…
と
い
う
の
が
、
法 

律
に
詳
し
い
方
の
言
い
分
で
す
。
な
の

で
、
こ
の
書
き
方
は
「
他
の
経
費
に
充

て
て
も
い
い
で
す
よ
」
と
解
釈
で 

き
る
と
い
う
訳
で
す
。 

 
ま
た
、
制
度
的
に
も
社
会
保
障
等
の

経
費
に
充
て
る
「
目
的
税
」
な
の
で
あ

れ
ば
、
税
収
を
特
別
会
計
に
入
れ
て
そ

こ
か
ら
支
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
す
が
、
そ
う
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

政
府
も
財
務
省
も
消
費
税
は
「
社
会

保
障
の
財
源
」
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、

実
際
に
は
一
般
財
源
で
あ
り
、
そ
れ
が

何
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
特
定
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
（
社
会
保
障
の
財
源
と

は
言
え
な
い
）
の
で
す
。
政
府
も
財
務

省
も
国
民
を
だ
ま
し
続
け
て
き
た
訳
で 

す
。 

 

ま
た
、
消
費
税
は
「
第
２
法
人
税
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
景
気
が
低
迷
す

る
中
、
法
人
税
の
税
収
が
縮
小
し
て
き

た
の
で
、
消
費
税
と
い
う
新
た
な
制
度

を
つ
く
り
、
消
費
者
か
ら
法
人
税
の
不

足
分
を
吸
い
上
げ
る
…
事
業
者
の
負
担

を
減
ら
し
（
法
人
税
減
税
）
、
国
民
に

負
担
を
押
し
付
け
る
…
こ
れ
が
消
費
税

の
真
の
目
的
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

▼
こ
こ
か
ら
は
、
個
人
的
な
意
見
で

す
。
政
府
や
財
務
省
は
、
な
ぜ
消
費
税

を
減
税
で
き
な
い
の
か
？
（
逆
に
15

％
ま
で
増
税
し
た
い
と
い
う
考
え
あ

り
）
で
す
が
、
与
党
と
し
て
は
、
一
番

は
恩
恵
を
受
け
て
い
る
輸
出
事
業
者
等

か
ら
の
献
金
や
票
が
少
な
く
な
っ
て
し

ま
う
と
い
う
こ
と
、
一
方
、
財
務
省
と

し
て
は
天
下
り
先
を
確
保
し
て
お
き
た

い
と
い
う
こ
と
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

消
費
税
に
限
ら
ず
、
減
税
で
き
な
い
理

由
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。
政
府
も
財
務

省
も
国
民
が
貧
し
く
な
ろ
う
が
関
係
な

く
、
自
分
た
ち
の
利
権
、
出
世
の
こ
と 

し
か
頭
に
な
い
訳
で
す
。 

（趣旨等） 

 

第一条 この法律は、消費税について、課税の対象、 

納税義務者、税額の計算の方法、申告、納付及び還

付の手続並びにその納税義務の適正な履行を確保す

るため必要な事項を定めるものとする。 

 

２ 消費税の収入については、地方交付税法（昭和二

十五年法律第二百十一号）に定めるところによるほ

か、毎年度、制度として確立された年金、医療及び

介護の社会保障給付並びに少子化に対処するための

施策に要する経費に充てるものとする。 

【図表２】消費税法（抜粋） 


